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●建物の規模
利用者の多様性に対応し、効率的なサービスを提供し、充分な書棚と収蔵スペースを確保する必
要があることから、新図書館のおおよその延床面積を 3,500 ～ 4,500 ㎡程度とします。
さらに市民生活を支え、新たな活動を生み出す機能に必要な面積を加算します。

●環境負荷低減等の配慮事項
新しい図書館は、ネット・ゼロ・エネルギービル（ZEB）※など、環境負荷低減に向けた取り組みや、
バリアフリー、周辺環境との調和にも配慮します。

　※ZEB：快適な室内環境を保ちながら、建物で消費する年間の一次エネルギー収支をゼロにすることを目指した建物

●図書館までの移動手段と駐車場
徒歩、自転車、公共交通、自家用車などのアクセス手段に配慮します。駐車場や駐輪場は来館者
がスムーズに利用できる方式を検討し、あわせて公共交通の利便性向上を目指します。

●中心市街地との関係
本市の歴史的経緯より、これまで集積を進めてきた文化学術、官庁施設のストックとの相乗効果
を生み出すことが可能な中心市街地への整備を優先的に検討します。

●運営の考え方
図書館の多様な情報を活用し、市民と協働し、市の施策や地域と 連携したサービスを提供でき
る職員の確保と育成に継続的に取り組み、市全域の図書館サービス向上を目指します。
併せて、郷土資料館の役割を継続するため、専門的な知識を有した職員を配置し、小学生から研
究者までの幅広い層に対してサービスを提供します。
加えて、図書館活動を支える多様な市民参加の形を検討していきます。

整備方針

主な上位・関連計画の整理

図書館は、市民の学びを支え、誰もが気軽に利用できる身近な場所として
重要な役割を担っています。
多様化・複雑化する社会やニーズに対応し、あらゆる市民が、集い、出あい、
安心して過ごせる、豊かに暮らすためのまちの中心になることを目指して、
基本構想を策定します。

学び 出あい 育つ みんなでつくる つるおか図書館

新図書館整備事業基本構想
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全国上位10％平均 東北13都市県内８都市鶴岡市

職員数 - 13位７位0.00021人

来館回数 - 12位７位
（１都市不明）1.31回

貸出冊数 9.48冊 11位６位3.35冊

建物（床面積） 0.046㎡ 11位７位0.027㎡

蔵書数 4.51冊 ８位７位3.33冊

受入れ冊数 0.147冊 11位７位0.074冊

資料費 305.33円 10位７位137.8円

開架率 51.5% 12位
（１都市不明）

６位
（１都市不明）

46.5%
（本館：27.1％）

温海地域

藤島地域

櫛引地域

朝⽇地域

鶴岡地域

⽻⿊地域

図書館位置

●五つの分館
藤島、羽黒、櫛引、朝日、温海に設置された５つの分館は、
身近な図書館として、地域に寄り添った図書館サービス
を引き続き提供します。新図書館の理念と方針を踏まえ、
分館（※１）でも利便性を高めていくことを検討します。
※１：藤島分館については「藤島文厚エリア等将来構想」の中で検討予定

●移動図書館「やまびこ号」
貸出や返却を行う巡回地（サービスポイント）をきめ細
かく設定し、子どもや高齢者など移動手段が限られる市
民の読書活動を引き続き支えます。

●郷土資料館の在り方
今後も資料の収集と保存、活用を行います。多くの人に
郷土史料を展示・紹介する機会を設け、歴史と文化が根
付いた鶴岡のアイデンティティを引き続き支えます。

●市民の暮らしを支え、活動を生み出す機能
図書館と連携することで、新たな市民活動を生み出し、
相乗効果も期待できる機能を基本計画段階で検討します。

新図書館整備事業　基本構想（概要版）

現状分析 基本的な機能

主なサービスと利用イメージ

市民対話

●現状分析
現在の中央図書館は竣工後 40 年が経ち、資
料増加に伴う施設の狭あい化や、老朽化に伴
う雨漏りなど、課題が顕在化しています。ま
た、駐車場不足や場所の分かりにくさ等が指
摘されています。図書館を構成する３つの要
素、「人・建物・資料」の観点で他市と比較
した結果は下表の通りです。

●人口１人あたりの数値で比較した結果

●市民対話の概要
 ・新図書館構想企画懇話会（全３回、座談会方式）
 ・図書館ミーティング（全３回、ワークショップ方式）
 ・デジタルプラットフォーム（オンライン掲示板）
 ・ ＷＥＢアンケート（小学生・一般）
 ・分館エリアミーティング（全５回）
 ・対象別アンケート（ナイトツアー・中央高校他）
 ・ヒアリング（移住者交流会・学校司書研修会他）

●市民対話から見えてきた大事にしたい視点

●基本理念と五つの基本方針に基づく、図書館としての基本的な機能整理

出典：日本の図書館統計と名簿 2023
※来館回数はヒアリング調査による

基本理念と５つの基本方針

❶学　び
豊富な資料や情報を収集・発信し、すべての市民の学び、仕事、暮らしを支えます。

❷出あい
本との出あい、本を通じた人と人との出あいと交流を生み出し、地域づくりに貢献します。

❸居場所
だれでも気軽に立ち寄り、居心地よく過ごせる場所になることを目指します。
また、出あいや学びを育む空間づくりも大切にします。

❹子ども
子どもや家族が気兼ねなく過ごせる空間を整備し、子どもの読書活動と個性を尊重した
学びを支えます。郷土の歴史や文化にふれる機会を提供し、次の世代を育てます。

❺郷　土
鶴岡の歴史と文化をつなぎ高めるため、地域の資料を収集し、保存・活用し、
その魅力を発信します。

学び 出あい 育つ みんなでつくる つるおか図書館

本市固有機能の整理

図：鶴岡市の地域構成

写真：自動車文庫やまびこ号

・学び、仕事、暮らしを支
える資料と情報の提供
・レファレンスの充実
・専門家や関係団体の紹介
・読書や勉強ができる空間
の提供

学　び 居場所 郷　土出あい 子ども

・学びや創造を深め、発信
・様々な本との出あいを提供
・本がつなぐ出あいの場の
創出
・多様なイベントや講座の
開催

・会話ができる居心地のよ
い空間の提供
・飲食ができる場所の提供
・多様な市民（利用者）へ
の対応

・子どもの自由な読書を支援
・子育てを支える空間提供
・子ども向けイベントやコ
ンクールの開催
・子どもの居場所づくり
・10 代の読書と活動を支援
・学校図書館との連携

・郷土資料の収集と保存と
活用
・子どもや初心者に向けた
身近な郷土資料の活用
・郷土史の問合せ対応
・郷土史料の情報発信

 ・開架図書スペース
 ・閲覧スペース
 ・新聞、雑誌閲覧スペース
 ・レファレンスカウンター
◎図書館データベース
 ・閉架書庫
 ・図書システム（貸出・予約等）

想定する主な機能

 ・郷土史レファレンス
 ・郷土史料専用の収蔵庫
◎郷土史料データベース
 ・デジタルアーカイブ機能
 ・致道博物館等、市内文化施設
との連携・支援機能

 ・おはなし、イベントスペース
◎授乳室、子ども用トイレ
 ・ユニバーサルデザイン
 ・10 代向け読書と交流スペース
 ・学校図書館との連携・支援
 ・郷土資料開架スペース
 ・郷土史展示コーナー

 ・研究や勉強のためのスペース
 ・展示、情報発信スペース
◎デジタル資料への対応機能
◎交流や創作活動のスペース
◎飲食ができるスペース
 ・会議室、打合せスペース
 ・児童室、10 代図書スペース ◎：新たな機能を示す


